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により、税収と多様な働く場を確保し、地域産業を高度化・活性化させること。

施策の方向 企業立地用地などの確保

三ツ谷工業団地に続く、新たな企業立地環境の整備を検討するため、新産業用地開発可能性調査を行った。新産業用地開発可能性調査では、１次選定で４３箇所の候補
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事務事業評価表（個票

No. 事務

）
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